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口腔感染症の膿瘍から分離された嫌気性菌について
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　抄録：口腔感染症における起因菌検索を目的として，口腔内化膿性炎34症例の膿瘍から嫌気性菌の分離を試

み，生物学的性状とガスクロマトグラフィーによる代謝産物の分析により菌種を同定した。また薬剤感受性試

験をPenicillin系薬剤3剤（PCG，　ABPC，　AMPC），　Cephem系薬剤4剤（CER，　CEX，　CFX），その他MINO，

JM，　CLDM，　MNZの計11剤について行った。

　その結果，口腔内感染症例34例の膿瘍のうち4症例からは細菌の分離ができなかったが，30症例から嫌気性

菌を分離した。

　分離した嫌気性菌はP幼τo∫’〃φわcoc微s〃zαgημs　2株，　P幼’osτ励彦oco6微αsα66加乃んτicμ∫4株，　P＠ρro∫ノー

吻τoτoc6μsαη侮励ψs　7株，　P碗osr吻Zoco6微s餌o吻ε彦μs　4株，γε〃oηε1Zαρα初〃α7株，　W〃oηθ〃o∂毎αγ

2株，Pγ0ρioηi加62♂μ沈αc％s　1株，　Pηがo励肋cZεW勿8・ηη〃osμ勿　1株，飽6助o∫鹿5μ㎎i伝　2株，

飽cZ杉mi鹿s　i〃〃㎜∂iμs　1株，飽c’θ勿‘4θs　o斑伝　2株，　F俗obατ彪ガμ勿ημ6／¢α劾勿　6株，　Fμsoδα6’6ガμ脚

％π舵批〃23株の計5菌属，13菌種，42株であった。

　分離した嫌気性菌の薬剤感受性試験ではPCGに対してグラム陽性嫌気性菌のP励osτ吻’060εεμs，　Pro卿・

励bα碗励勿は耐性を示したが，グラム陰性嫌気性菌の佐〃oηε1ω，」助c彦βπ）鋤s，Fμ∫obα6zε励勿は感受性で

あった。しかし，ABPC，　AMPCにはいずれの嫌気性菌も感受性を示した。　Cephem系薬剤にはすべての嫌気

性菌が感受性を示し，JMには　γε〃oη¢1ち，8αc’θmi庇s，　F％sobαc’θ万μ勿は耐性を示し，　P¢ρτo∫τ％φτoooτ％s

Pγoρioηi加cZ♂耽は感受性であった。また，　MINO，　CLDMにはすべての嫌気性菌が感受性であった。　MNZ

にはPm伽η伽c向W〃2がMIC　100μg／mlの高度耐性を示したが，他の嫌気性菌は感受性であった。

　PγoρZoηi加％物〃zのMICは接種菌量106CFU／mlと108CFU／mlで得られた価がJMで0．1μg／mlから0．

78μg／mlへ，　CLDMでは0．1μg／m1から1．56μg／mlへと大きく変動する事がわかった。

Key　words：oral　purulent　innammation，　anaerobic　bacteria，　susceptibility　to　antibiotics

は　じ　め　に

　口腔領域における細菌感染症の大部分は口腔

内に常在する細菌の内因感染によると考えられ

ている。最近，口腔内嫌気性菌感染症の研究が

進むにっれ，嫌気性菌の単独感染のみならず好

気性菌との混合感染もあり，嫌気性菌による口

腔感染症の実態が解明されてきている。また，

こうした嫌気性菌感染症に対して，適正な化学

療法剤の選択が望まれ，薬剤感受性試験が日常

の診療の中でも必要になってきている。

　私たちは口腔感染症の起因菌を明らかにする

ために，口腔感染症患者の膿瘍からの細菌分離

を試みた。検出された細菌のうち，嫌気性菌に

ついては，生物学的性状とガスクロマトグラ

フィーによる代謝産物の分析にもとづき同定

し，さらに薬剤感受性試験を行ったので報告す

る。

材料と方法

1．材料

材料は昭和56年11月から昭和57年12月まで

Studies　on　anaerobic　bacteria　isolated　from　abscess　of　oral　purulent　inflammations

　Hisako　HONDA，　Shihoko　TAJIKA，　YoShikazu　TAKAHASHI，　Tadashi　SOToKAwA　and　Masaru　KANEKo

　　（Department　of　Microbiology，　School　of　Dentistry，　Iwate　Medical　University，　Morioka，020）
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に，口腔感染症と診断された患者の膿瘍から，

needle　aspirationにより無菌的に採取した膿

汁34検体である。

2．分離と同定

　材料をGAM半流動培地（ニッスイ）に接種

し，37℃，7日間培養後，増殖の認められたも

のについて，GAM寒天培地（ニッスイ），血液

寒天培地に塗抹し，37℃，7日間，好気培養と

Gas　Pak法による嫌気培養をした。発育したコ

ロニーのうち，形態の異なるものすべてを釣菌

してグラム染色し，再びGAM寒天培地，血液

寒天培地に塗抹し，好気培養，嫌気培養を行い，

偏性嫌気性の確認をして分離株とした。次に分

離株を血液寒天培地に純培養し，アピスタッフ

（API　SYSTEM　S．A．），アピストレップ（API

SYSTEM　SA），アピケンキ（API　SYSTEM

S．A．）を用いて同定した。

3．ガスクロマトグラフィーによる代謝産物の

　分析

　鈴木，上野1）の方法に従い，揮発性脂肪酸用試

料と難揮発性脂肪酸用試料を作製した。

　1）揮発性脂肪酸用試料の作製

　1％ブドウ糖加GAM糖分解用半流動培地

（ニッスイ）に分離株を7日間培養し，培養液

1mlを小試験管にとり，50％H2SO、を加えて

pH　2．0以下とした。酸性化された培養液に1m1

のエチルエーテルを加えてよく振とうし，遠心

分離（3，500rpm，5分間）した後，エチルエー

テル層だけを取り出し試料とした。

　2）難揮発性脂肪酸用試料の作製

　前述と同様に培養液1mlを小試験管に取り，

50％H2SO、でpH　2．0以下にした後，100℃，

5分間加熱し，揮発性脂肪酸を揮発させ，ただ

ちに冷却した。次に三フッ化ホウ素メタノール

50％錯塩を加え，100℃，5分間加熱してメチル

エステル化し，冷却の後1mlのクロロホルムを

加えてゆっくり振り，静置後，下層のクロロホ

ルム層をとり出し試料とした。

　分析はこれらの試料を島津GC－9型ガスク

ロマトグラフ（検出器FID）を用いて行った。

6．薬剤感受性試験
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　1）供試菌株

　分離した嫌気性菌42株。

　2）使用培地

　化学療法学会測定法2）に準じて，増菌培地と

してABCMブイヨン培地（栄研），測定用に

ABCM寒天培地（栄研）を用いた。

　3）使用薬剤

　Penicillin　系薬剤として　Benzylpenicillin

（PCG），　Ampicillin（ABPC），　Amoxicillin（AM

PC），　Cephem　系薬剤として　Cephaloridine

（CER），　Cephalexin（CEX，），　Cefoxitin（CFX），

Cefmetazole（CMZ），その他Minocycline（MI

NO），　Josamycin（JM），　Clindamycin（CLDM），

Metronidazole（MNZ）の計11剤を用いた。

　4）接種菌量および接種法

　GAMブイヨンで増菌した菌液を108CFU／

mlと106CFU／mlに調整し，ミクロプランター

（佐久間）を用い，各薬剤含有ABCM寒天培

地に5μgずつ接種した後，Gas　Pak法で37℃，

48時間，嫌気培養後判定した。

結 果

1．膿瘍から分離された単独菌と複数菌

　対象とした34症例のうち，4症例は分離陰性

であった。細菌の検出された30症例のうち，9

症例（30％）からは単独の菌が検出され，21症

例（70％）からは複数の菌が検出された。単独

菌の検出例では嫌気性菌を検出したのが7例

（23．3％），好気性菌を検出したのは2例（6．

6％）であった。また複数菌の検出例（表1）で

は嫌気性菌が2菌種検出された例が16例，嫌気

性菌と好気性菌の混合が5例であった。

2．分離菌の同定

　1）好気性菌

　分離した好気性菌8株を同定したところ，

Sτ7幼’oε066〃ss鋤9吻3株，　Sτ吻；oco6cz△〃2燃

1株，S’幼ッ10τ06α△　醐プ％s　3株，　S妙吻／o一

ωε6〃∫¢ρ鋤ηη似る1株であった。

　2）嫌気性菌　分離した嫌気性菌42株につい

て生化学的性状と代謝産物の分析により同定し

たところ，グラム陽性球菌は17株で，その内訳
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表1　膿瘍から検出された複数菌種

検　出　さ　れ　た 菌 種　の　組　合　せ 例 数

施抑∫舵μ0εOCαδ〃㎎η泌 十 飽c’θγo鋤∫μ㎎伝 2

P励OS舵ρ’OCOCα寄αSατ6』γ0μ‘αる 十 施〃0κε砺㌦彪γW4‘硲 2

乃力ZOS舵μOCOCα硲α吻θγ0●娠 十 惚〃oηθ旋餌吻μち 3

托μosr砂τ0ε06CκSρτ04μC体 十 脆〃oκθZ／α加η吻 1

托抑S舵ρτOCOCα薦α＆OCC1辺γ0ゆ乞蹴 十 P吻‘o痂b鋤θ酩祝α6ηes 1

庇力τOS舵鈎τOCαδ　α拠θ70b撚 十 飽ε孟εγo鋤sカ㎎伝 1

嫌気性菌
P励OS’Zθμ060CCμSαηαεγob顕 十 仇6彪γo批somZる 1

2　菌　種

P励0鋤鋤OCOCα寄αSαCτ吻γ0励C泌 十 F泌0ろαC友γi桝Zη％C友α故〃2 1

乃力’0∫τγ鋤060Cα慮皿66勉γ0励αδ 十 Wsobαε彪斑勿勿oπ舵吻〃2 1

、托飽S’吻’0εOCCμSρ名04με泌 十 FμsobαC∂θγ伽勿％clθα『鋸勿 1

P励OS’励’OCOCα杏ρ704舵泌 十 飽soゐαc’θ励〃2〃20ガ舵％沈 1

レ〆／oηe1吻拓夕w勿 十 Fμsobα磁批〃2〃20π舵w〃2 1

計 16

S励励ococαる微7蹴 十 W〃oηε磁挺w鋤 2

S励吻10ω6αδ微昭硲 十 FμSOδα6Zθガμ勿批dθατZ4沈 1

嫌気性菌と

S’吻孟ocooα億｛迦9吻 十 P刎osr砂’0ωCαδαSαCC力α力0んrmる 1

好気性菌
S舵ρ’ocoτα偲〃2撚 十 飽c’θγoゴ4θso斑1な 1

計 5
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表2　分離した嫌気性菌42株の生物学的性状

生物学的性状 形
z
フ
イ　　ウ　　グ　　マ　　ラ　　サ　　マ　　サ
ン　　　レ　　　ル　　　ン　　　ク　　　ツ　　ル　　　リ

ム ド　　ア　　　コ　　ニ　　　ト　　カ　　　ト　　シ
染 1　　　1　　　1　　　ツ　　　1　　ロ　　　1　　ン

菌　　　種
態 色

性
ル　　　ゼ　　　ス　　　ト　　　ス　　　1　　ス

　　　　　ス
勘ρ’OS舵抑60εαZS％9κ郷 2＊ 球菌 十

＿＿＿一一｝『一托♪τOS舵♪’0606α4Sα∫α6C』γ0逐y批泌 4 球菌 十 十　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

丑桝0∫’吻’0τOC6Z偲αηαθγob撚 7 球菌 十

一一一一一一｝一五が0∫舵力τ0τOCα杉S吻0磁6燃 4 球菌 十
一　　　一　　　十　　　一　　　十　　　十　　　十　　　十

吻1／oηε磁力αγ励α 7 球菌 　

一一一一一一　一施〃oηρ〃捻4ゐ吻γ 2 球菌 一

一一｝　一｝一一Pγoμoη必αε1碗〃勿ατηθs 1 桿菌 十 十　　　一　　　十　　　十　　　一　　　一　　　一　　　一

Pγ励0η鋤ε♪¢酩勿9勿η％10Sμ勿 1 桿菌 十
一　　　一　　　十　　　十　　　一　　　十　　　十　　　一

飽ετεγo批s加g硫 2 桿菌 一 一　　　一　　　十　　　一　　　十　　　十　　　十　　　一

飽C’θγ0‘4βs㌘彪夕〃2ε漉俗 1 桿菌 ｝ 十　　　一　　　十　　　一　　　一　　　十　　　十　　　一

Bα碗グoZ∂εso％1る 2 桿菌 一 一　　　一　　　十　　　一　　　十　　　十　　　十　　　一

F硲obατ彪γ斑〃2ημ6》αZどμ〃Z 6 桿菌 一 十　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

Fz杏obα6Zθ％勿勿o〃舵γκ，η 3 桿菌 一 一　　　一　　　十　　　一　　　一　　　十　　　一　　　十

＊菌株数

は吻τos〃¢ρτ06006μs勿㎎％s　2株，ρ⑳τosτ夕ε一

ρ’0600εμsαsαε吻m砂’励s4株，　P¢ρZos舵ρτo－

606％s　伽％γob吻s　7株，　Zシρわ∫舵ρτoco66κ∫

ρzo吻c輪　4株であり，グラム陰性球菌は

γε〃oηθ磁ραγ貌1α7株，wZlloη6砺撚ραγ2

株であった。ついでグラム陽性桿菌はPτ励o一

η必αcτε死μ〃z　α6κθs　1株，PzOρわη功α磁θガμ〃z

gMημ10sμ勿1株で，グラム陰性桿菌はBαc毎

m‘鹿sノア㎎∬る　2株，Bα6彪π）ぼ¢s痂彪物ε磁μs

1株，BαcZθ掬i鹿s　oη1る2株，励sobαo’εガμ〃2

ημ61εατ％〃26株，凡oろατ友ガμ〃z〃20π舵η〃z3

株で5属，13菌種，42株であった（表2）。

3．ガスクロマトグラム

　分離した嫌気性菌42株の代謝産物をガスグロ

マトグラフィーで分析した（表2）。

　1）助τosヵ幼τocoαws〃2㎎ημs酢酸とプロピ

　　オン酸が検出された（A，p）．

　2）P¢ρ∫os力幼’0606斑sαsαcc吻勿ん舵μs酢

　　酸と酪酸，乳酸が検出された（A，b，1）．

　3）P⑳τos力幼τ06066μs耽αεmbi〃s酢酸，イ

　　ソカプロン酸が多く，プロピオン酸，酪酸，

イソ酪酸，イソ吉草酸，乳酸，コハク酸が

検出された（A，p，　ib，　b，　iv，　Ic，1，　s図

　1）．

4）乃ρrosτ吻∫oooετμs吻o∂％τμs酢酸と乳

酸が検出された（a，1）．

A　酢酸　　　　　b　酪酸
P　プロピオン酸　iv　イソ吉草酸
ib　イソ酪酸　　　ic　イソカプロン酸

難揮発性脂肪酸

1　乳酸

s　コハク酸

図1　乃カノo∫’wカ’06060俗α拠εγobゴ泌

　　のガスクロマトグラム
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キ　　ア　　ゼ　　エ　　グ　　セ　　マ　　メ　　ラ　　ソ　　ラ　　　ト　　カ
シ　　　ラ　　　ラ　　　ク　　　リ　　ロ　　　ン　　　レ　　　フ　　ル　　　ム　　　レ　　タ
ロ　　ビ　　チ　　ス　　セ　　ビ　　ノ　　チ　　　ィ　　ビ　　ノ　　ハ　　ラ1　　ノ　　　ン　　　リ　　　リ　　オ　　　1　　ト　　ノ　　　ツ　　　1　　ロ　　　1

代　謝　産　物

ス　　　1　　　　　ン　　ン　　1　　ス　　　1　　1　　ト　　ス　　　｜　　ゼ
ス　　　　　　　　　　　　　　ス　　　　　　　ル　　　ス　　　　　　　　　　ス

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　十 A，P

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　＿ A，b，1

一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　＿ A，p，ib，b，iv，lc，1，s

『　　　一　　　一　　　一　　　　一　　　十　　　十　　　一　　　　一　　　一　　　一　　　十　　　一 a，L

　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　＿ A，P

一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　十 A，P

一　　　一　　　十　　　一　　　十　　　一　　　斗　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　十 A，P，iv，s

　　　　一　　　一　　　一　　　十　　　一　　　十　　　一　　　一　　　一　　　一　　　十　　　十 A，P，s

　　●十　　　一　　　一　　　十　　　一　　　一　　　十　　　一　　　十　　　一　　　一　　　一　　　十 A，P，1，s

一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　十　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一 A，P，ib，iv，s

一　　　　一　　　　一　　　　十　　　　一　　　　十　　　　十　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一 A，s

一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　＿ a，P，B，s

一　　　『　　　一　　　一　　　一　　　一　　　十　　　一　　　十　　　一　　　一　　　十　　　一 A，P，B，s

A

P

揮発性脂肪酸 難揮発性脂肪酸

A　酢酸 P　プロピオン酸

図2　レε〃oη¢1ち加γ〃μω　のガスクロマトグラム

1雛脂醐

　　aP
＼
a　酢酸

P　プロピオン
B　酪酸

難揮発性脂肪酸

s　コハク酸

図3　Fz寄obαc友死z〃2ηzκ彪αZμ〃z

　　のガスクロマトグラム

5）佐〃oηθ泌ヵα椥μ1α酢酸とプロピオン

酸のみが検出された（A，P　図2）．

6）Pη功o励㎝漉耽勿αc％s酢酸の他にグ

ラム陽性桿菌の鍵になっているプロピオン

酸，その他にイソ吉草酸，コハク酸が検出

　された（A，p，　iv，　s）．

7）B城θπ）漉sβ㎎・硫　酢酸，プロピオン

酸，乳酸，コハク酸が検出された（A，PJ，

s）．

8）Bε6友κ元漉∫仇彪夕勿θ∂吻s　酢酸，プロピ

オン酸，酪酸，イソ酪酸，イソ吉草酸，コ

ハク酸が検出された（A，p，　B，　ib，　iv，　s）．

9）鋤’ε励鹿∫o抱伝　酢酸とコハク酸が検

出された（A，s）．
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　10）飽sobαc彪ガμ勿％〃c1εα’μ卿　多量の酪酸，

　　その他に酢酸，プロピオン酸，コハク酸が

　　検出された（a，p，　B，　s図3）．

4．薬剤感受性試験

　接種菌量108CFU／mlで得られたMIC5。（供

試菌株の50％発育を阻止する最小発育阻止濃

度）とMICg。．（供試菌株の90％発育を阻止する

最小発育阻止濃度）を表3に示した。MIC5。と

MICg。で同じ価を示したものが25．8％，1段階

の差があったものが72．7％，2段階の差があっ

たものは1．5％であった。臨床上，MICg。が指標

として意義があると思われるので，ここでは

MICgoについて述べる。

　1）Penicillin系薬剤

　PCG　に対しグラム陽性菌の　P励os力吻o一

εoε6μs，P功io励友τZ♂μ〃zはMIC　25μg／m1と

耐性を示し（25μg／ml以上のMICを示した場

合を耐性とした），グラム陰性菌の脆‘〃oηε砺

はMICgoが0．39μg／ml，　Bαε鋤o‘4ε∫では0．39

μg／ml，　Fbso加6’εW〃zでは0．05μg／mlと高い

感受性を示した。

　2）Cephem系薬剤
　CEXに対してPψ’os’吻わcoc6％s，　P吻ゴo泌

bαc’ε％〃2はMICg。が6．25μg／mlと低い感受

性を示したが，CER，　CFX，　CMZに対してはす

べての被検菌がMICgo　O．1～0．78μg／mlでよい

感受性を示した。

　3）Minomycycline

　Tetracycline系薬剤のMINOに対して，

乃oρioηibαcτ♂〃勿　の　MICgoは6．25μg／ml，

W‘110％1吻，BαcZεπ）鋤sでは3．13μg／mlとや

や低い感受性を示した。

　4）　Josamycin

　Macrolide系薬剤のJMに対して，γε〃oκ¢1－

／α，B励θ7η鋤∫，　Fμsobα碗噺卿のMICgoは25

μg／mlと耐性を示し，　P幼孟os舵ρZoτoo6μs　Pm一

伽痂bα％批御のMICgoは0．2～1．56μg／mlと
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良い感受性を示した。

　5）Clindamycin

　すべての嫌気性菌がMICg。0．05μg／ml～

156μg／mlと高い感受性を示し，特にB励●

m鋤s，Fμsobα舵W勿のMICgoは0．05μg／ml

であった。

　6）Metronidazole

　Nitroimidazoleの化合物であるMetronida’

zoleにはPγ0ρioη‘6α彪酩〃zのMICgoが100

μg／mlの高度耐性を示したが，他の嫌気性菌の

MICg。は0．2～1．56μg／mlであった。

5．薬剤感受性と接種菌量との関係

　薬剤感受性測定時に接種菌量106CFU／mlと

108CFU／mlの2点でMICを測定したところ

（表3），MICg。が2点間で一致したものは45％

であり，接種菌量によりMICに差異が生ずる

事がわかった。

　接種菌量によりMICg。に変動のあったもの

だけをみてみると（図4），吻’osτ吻τ06066μs，

膨∬10ηθ1似，Bαc友π）鋤s，　Fμsobα6をガμ初の5菌

属では2点間でのMICが一致したもの28／

55（51％），その差が1段階のもの21／55（38％）

と計49／55（89％）であるのに対し，P励‘oκ鋤6－

ZθW勿では2点間でのMICが一致したもの

2／11（18％），その差が1段階のもの3／11（27％）

と，計5／11（45％）であった。P勿ρ‘oκibαc云♂〃〃2

の場合のMIC変動は，　CEXではMICg。は0．

78μg／mlから6．25μg／mlに，　CMZではMICgo

は0．39μg／mlから1．56μg／mlに，いずれも108

CFU／ml接種菌量で得られたMICは2～3段

階（2～8倍）高くなっている。MINOでは106

CFU／mlでのMICgoは0．2μg／ml，108CFU／ml

では6．25μg／mlと32倍の上昇を示した。

　薬剤別にみるとPenicillin系薬剤では2点間

でのMICの変動は少なく，MINO，　JM，　CLDM

での変動が大きかった。
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表3 分離した嫌気性菌の薬剤感受性（1）

　　　　　　　　　　　　接種菌量　108CFU／m2（106 CFU／mの
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薬剤 属　菌　名 菌株数 MIC分布　μ9／㎡ MIC，。μ9／㎡ MICg。μ9／嘘

PCG

乃ρ’0∫舵ρ’0σOC㈲

レεi〃o批1ち

Pγo伽η伽ε云θ吻吻

Bπ彪γo‘4θs

Fμsobαε友η’μ勿

17

　9

　2

　5

　9

6．25－25

0．2　－　　0．39　（0．1　－0．39）

　　　　　25

0．1　－　　0．39　（0．1　－0．2　）

　　　　　　0．05

12．5

0．2

25

0．2　（0．1）

0．05

25

0．39

25

0．39（0．2）

0．05

ABPC

Pゆ0∫’吻’0ωεC郷

γε〃o㌘1似

P〆励o励α6励㌦

飽c伽oばθs

FμsobαcZθγ2’μ勿

17

　9

　2

　5

　9

0．05－02

0．1　－　　0．39　（0．05－0．39）

0．1　－　　0．39　（0．05－0．2　）

0．1　－　　0．39　　（0．1　－0．2　）

　　　　　　0．05

0．1

0．1

0．2　（0．39）

0．2　（0．1）

0．05

0．1

0．39

0．39（0．2）

0．39（0．2）

0．05

AMPC

P励OS舵がOCOεαる

W〃o％1ち

Pγo伽ηぬπ励’μ〃2

飽τZθγoゴ4θs

F泌obα6Zεη’μ幼

17

　9

　2

　5

　9

0．1　－　　0．2　　　（0．1　－0．2　）

0．1　－　　0．2　　　（0．1　－0．2　）

0．1　－　　0⑳39　（0．1　－0．2　）

0．1　－　　0．2　　（0．05－0．1　）

0．05－　　0．1　　（0．05）

0．2　（0．1）

0．2　（0．1）

0．1　（0．1）

0．1　（0．05）

0．05

0．39（0．2）

0．39（0．2）

0．39（0．2）

0．2　（0．1）

0．1　（0．05）

CER

乃ρ’OS舵卿COOα偲

レε〃oηθ磁

Pγo伽ηiろαc励吻2

』必c吻o鋤s

Fμso加漉万μ幼

17

　9

　2

　5

　9

0．05－0．39

0．05－0．1

　　　　　　0．78（0．1－0．2）

　　　　　　0．1

0．2　－　　0．39　（0．05－0．1　）

0．05－0．2

0．05

0．78（0．1）

0．1

0．2　（0．05）

0．1－0．39

0．1

0．78（0．1）

0．1

0．39（0．1）

CEX

鋤’OS舵μ060Cαδ

W〃oηε泌

P70ρ加劫αε；εη’物

飽鋤γo‘4θs

、勘sobα鹿ガμ初

17

　9

　2

　5

　9

15．6　－　　6．25　（1．56－3．13）

　0．2　－　　0．39　（0．1　－0．39）

　3．13－　　6．25　（0．2　－0．78）

　0．2　－　　0．78　（0．2　－0．39）

　0．39－　0．78　（0．2　－0．39）

3．13（1．56）

0．2　（0．1）

3．13（0．2）

0．39（0．2）

0．39（0．2）

6．25（3．13）

0．39

6．25（0．78）

0．78（0．39）

0．78（0．39）
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表3
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分離した嫌気性菌の薬剤感受性（2）

　　　　　　　　　　　　接種菌量　108CFU／m2（106 CFU／mの

薬剤 属　菌　名 菌株数 MIC分布μ9／嘘 MIC5。μ9／r戊 MICg。μ9／mゼ

庇力ZOS舵力’0τ06α偲 17 0．1　－　　0．78　（0．1　－　　0．2　） 0．39（0．2） 0．78（0．2）

施〃o％泌 9 0．39－　　0．78　（0．2　－　　0．78） 0．39（0．2） 0．78

CFX Pτo伽励αc云θ批勿 2 0．78　（0．2　－　　0．39） 0．78（0．2） 0。78（0．39）

正必6鋤o‘4θs 5 0．39－0．78 0．78 0．78

Fμsobα6茜¢η’η勿 9 0．39－　　0．78　（0．1　－　　0．2　） 0．39（0．1） 0．78（0．2）

勘ρ’OS舵飽CO6α杏 17 0．2－0．78 0．39（0．1） 0．78

％〃oηε磁 9 0．1　－　　0．39　（0．05－　　0．1　） 0．2　（0．05） 0．39（0．1）

CMZ Pτo伽励α碗批勿 2 0．78－　　1．56　（0．2　－　　0．39） 0．78（0。2） 1．56（0．39）

盈κ吻o‘4¢s 5 0．39－　　0．78　（0．05－　　0．1　） 0．39（0．05） 0．78（0．1）

Wsoろα磁物勿 9 0．39－　　0．78　（0．05－　　0．1　） 0．39（0．05） 0．78（0．1）

庇鋤S舵力’OCO6α6 17 0．1－0．78 0．39（0．1） 0．78（0．2）

Vε〃o％θ砺 9 1．56－　3．13　（0．39－　　1．56） L56（0．78） 3．13（1．56）

MINO Pγo伽η鋤漉酩勿 2 6．25　（0．1　－　　0．2　） 6．25（0．1） 6．25（0．1）

」弛τ吻o‘4¢s 5 1．56－　　3．13　（0．78－　　1．56） 1．56（0．78） 3．13（1．56）

Fμsoろα6孟εγz’〃勿 9 0．05－0．1 0．1 0．1

庇伽∫舵力’060εα偲 17 0．1　－　　1．56　（0．05－　　0．1　） 0．78（0．05） 1．56（0．39）

レセ〃oηθ砺 9 12．5　－25　　　　（0．78－12．5　） 12．5　（6．25） 25　　（12．5）

JM Pγ励o励αc吻’耽 2 0．78　　（　　　　　　　0．1　） 0．78（0．1） 0．78（0．1）

1泌c敵o‘4¢s 5 12．5－25 12．5 25

FμsoδαcZεη’μ勿 9 12．5－25 12．5 25

乃ρ’0∫舵μ060εα岱 17 0．05－　　0．2　　（0．05－　　0．1　） 0．1　（0．05） 0．2　（0．39）

レε〃oηε吻 9 0．05－0．2 0．1　（0．05） 0．2　（0．05）

CLDM Pγ鋤o励α鹿励吻 2 1．56　　（　　　　　　　0．1　） 1．56（0．1） 1．56（0．1）

仇6吻o‘4θs 5 0．05 0．05 0．05

Fμsobα62εγiμ別 9 0．05 0．05 0．05

勘抑S’吻∂0τ06α偲 17 0．2　－　　0．39　（0．05－　　0．1　） 0．2　（0．05） 0．39（0．1）

レε〃oηε磁 9 1．56－　3．13　（0．78－　　1．56） 1．56（0．78） 3．13（1．56）

MNZ Pγo吻励α椛励沈 2 100 100 100

1劾6吻oZ¢s 5 0．78－1．56 0．78 1．56

Wsoゐα6〃η’〃卿 9 0．2　－　　0．39　（0．05－　　0．1　） 0．2　（0．05） 0．39（0、1）
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図4　分離した嫌気性菌の接種菌量とMICの変動

　　　　　　　　　　　　　　　o接種菌量106CFU／ml
　　　　　　　　　　　　　　　●接種菌量108CFU／ml

薬　剤
0．05 0．1 0．2

　　　　　　　　　　　　MIC　（μ9／ml）

0。39　　　　0．78　　　　1．56　　　　3．13 6．25　　　　12．5　　　　　25　　　　　　50 100

PCG 飽漉γo似θs

ABPC
P功‘o励α6彦ε酩祝

飽cτθzo鋤s

AMPC
　　　　　　　物〃oηθ1／α

　　　　　　　Bαc£θγo漉s

F％sobατ孟θγ扱勿

乃力’OS∫γ吻OCOCα偲

Pγoρio励αc；θ酩勿

CER
　　　　　　　Pz励o励α6彦θη吻～

F俗oろα漉γ㍑勿

O－一一一一一●　托ρ『OSττ6カ『OCO（ごC抵

　　　　　　　　　Pγo伽励α6励“物
CEX

O－一一一4●　仇6〃夕0ゴ4θS

O－●　F硲0δαε孟εγゴμ〃2

CFX
O－一一一一一●　Pγ0ρゴ0η必αC；θηソ4〃2

C－D　F泌obαC允γizノ〃Z

レε〃oηε砺

CMZ
　　　　　　　Pγo伽励α庇㌘〃2

Bαc♪θγoi4εs

Fμso6αoZεγ沈勿

MINO

庇触5’励’0606α偲

　　　　　　　　　　　　一 施〃oηε泌

　　　　　　　P吻io励αc吻励2

盈πZεγo似θs

JM

　　　　　　　乃がOS彦吻’OCOC孤

Pzo伽励αczθ批〃2

一D　　レ乏i〃0ηε1ぬ

CLDM

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勘伽sZ砂云000τα寄

レε〃o％1似

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pτo伽励α漉ημ吻

P曜OS’吻’0τOC微

MNZ 　　　　　　　　　　　　一

Fμsobαoεεη’〃沈

脆〃oηθ1似



186

考 察

　口腔内感染症の大部分は口腔内に常在する細

菌による内因感染であると考えられている。私

たちは，常在菌に汚染されない膿瘍から検出さ

れる細菌は起因菌であり，しかも嫌気性菌が主

体をなすのではないかという考えから，口腔化

膿性炎34症例の膿瘍からの分離を試みた。

　佐々木ら3）は歯性感染症膿瘍からの検出菌に

ついて，単独菌検出例37．2％，そのうち嫌気性

菌によるものが23．7％と報告している。私たち

の得た結果も23．3％とほぼ一致した成績であっ

た。口腔内感染症の場合でも複数菌検出例ばか

りでなく，単独菌検出例もかなりの率でみられ，

嫌気性菌による場合が多いと考えられる。

　嫌気性菌の同定は，従来，グラム染色性，形

態，そして生化学的性状によって行われていた

が，現在では，ガスクロマトグラフィーによる

代謝産物の分析を加える事が必須になってきて

おり，私たちも今回，分離菌株すべての代謝産

物の分析を行い，それぞれの菌種に特徴的なガ

スクロマトグラムが得られ，同定の重要な鍵に

なる事を経験した。

　嫌気性菌の薬剤感受性にっいて，吉本ら4）は

P瞬0600Cμ3，ρ励OSτZ幼ZO600α6S，　Pγη¢）ゴ0痂bαC’ひ

吻〃zはPCG，　ABPCとCERに対しても高い

感受性を示すと報告している。私たちの成績で

はP⑳τos舵ρ’06006zるはPCGに耐性を示した

が他の薬剤には感受性を示した。Pmρわκ伽τ拓

万〃〃2はPCGに耐性で，　MNZには高度耐性

を示したが，他の薬剤には感受性を示した。

脆認oηθ1口，Bα彪m搦εs，　Eμ∫obαcz♂μ勿はJM

に耐性で，他の薬剤には感受性を示した。

　三和ら5）はCFXに対する、P¢ヵ10εocαる，乃ヵ一

ZOSτ猶幼’OCO66％∫，　吻〃0η¢1吻，　Eμsobατ彪酩彿，

Bαcz醐o屹sの感受性が測定時の接種菌量に影

響されると報告しているが，その差は2倍程度

のものである。私たちはP力oWη鋤碗W〃2の

MICが接種菌量106CFU／mlと108CFU／mlで

はJMで0．1μg／mlから0．78μg／ml，　MINOで
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は0．2μg／mlから6．25μg／mlと8～32倍も変動

する事を確めた。嫌気性菌のMIC測定法と接

種菌量については，今後検討の余地があると考

えられる。

ま　　と　　め

1．口腔内感染症34例中30症例から分離した嫌

気性菌42株は，生化学的性状とガスクロマトグ

ラムの結果から、Pεヵ’osτ吻云oτoocμ∫彿㎎％s　2

株，P⑳’os’γ＠ρ’060cc％sαsα6τ吻勿砂旋μs　4株，

Pθカ’os〃¢ρτococ微s伽αε励‘μs　7株，」馳がos’解

ρZo606％sρzo4κc云μs　4株，レε〃oκθ1Zαρα耽／α

7株，佐〃ηε1吻4鋤αγ2株，Pm必o痂泌6拓

渤〃2ακ¢∫1株，Pz砂Zo痂6αα㌦勿gzoη〃10－

s物　1株，五雄επ励θ∫μ㎎・磁2株，五α彪

励鹿s勿’¢輪4吻s1株，8α6彪勿似εsozα1る2

株，克μsobαcπ死μ勿κμ6吻伽勿6株，　Fμsobα一

庇効〃2〃zoガ舵仇〃23株と同定された。

2．分離した嫌気性菌の薬剤感受性はPCGに
対し，グラム陽性嫌気性菌のP＠ρZOS舵物εOCαる，

蹄oρ励伽磁吻〃zは耐性を示したが，グラム

陰性嫌気性菌の1偏rZoηε磁，盈zε彪勿妬θs，」⑭沈一

6Z♂％勿は感受性であった。しかし　ABPC，

AMPCにはいずれの嫌気性菌も感受性を示し

JM　には　膨〃o％1Zα，、飽6zθ7働4¢s，　Fμso6α一

6Zθガ〃〃2が耐性，　P幼ZOS’吻ZOτOCCμS，　Fγ0必0η・

ibα鹿励勿は感受性を示し，　MINO，　CLDM

にはすべての分離株が感受性を示した。また

MNZにはP箔o〆oη必α彪吻吻がMIC　100μg／ml

の高度耐性を示したが他の分離株は感受性であ

った。

3．P掬鋤励加6；θ耽勿の薬剤感受性は接種菌

量106CFU／mlと108CFU／mlで得られるMIC

に2～32倍の大きな差異がみられた。

　材料採取にあたり，御協力下さいました北田

武夫，小守林尚之，今井康夫，岩渕安信，山本

正徳，藤村三良，横田光正の各先生に感謝申し

上げます。
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　Abstract：For　the　purpose　of　searChing　for　an　etiological　agent，　anaerobic　bacteria　were　isolated　from

abs㏄sses　of　340ral　pun通ent　inflammations．　The　isolates　were　identified　according　to　the　biochemical

properties　and　metabolites　recognized　by　gas　liquid　chromatograpy．　In　addition　their　sus㏄ptibility　of

them　was　detemined　to　llantibiotics：Benzilp㎝icllin，　Ampicillin，　Amoxicilln，　Cephalo亘dine，　Ce由alexin，

Cefoxitin，　Cefmetazole，　Minocycline，　Josamycin，　Clindamycin，　Metronidazole．

　Forty－two　anaerobic　bacteria　were　isolated　from　300f　340ral　purulent　inflammations．　The　isolates

were　placed　in　5　genera　and　13　species：2ρ砂τos舵ρ’oτoεcμs卿㎎ημs　and　4　P幼向sτ吻τococα／sαsαcc吻π吻一

Z比μs，7P匂ウ彦osτ均）’ococ6μsα拠επ功i24s，4P匂ウ’os’吻彦06066μs　1）π）4zκ’〃s　and　7　レεi〃oηθ」ぬZ）α㎜1α，2　レ乏‘〃oηθ／ω

∂鋤αγand　l　Propionibacterium　acnes，1P力0ρゴoη伽鋤吻卿gηη〃10sμ祝and　2＆κ彪η泌s吻④’1る，1

飽c為γoi凌s　iη’ε耽¢4ψs，2・飽c彪κ）㎡θs　oγ㎡δand　6　F抵obαcオθη’μ〃2ηzκ1θα’μ〃2，3F抵obα彪η’μ〃2沈oπ舵夕μ〃2．

　In　the　antibiotic　sus㏄ptibility　test，　gram－positive　anaerobic　bacteria（Pρρ彦osど励’ococc〃s，　Pmμoη必α6一

彪励勿）showed　resistance　to　Benzilpenicillin，　however　gram－negative　anaerobic　bacteria（脆〃oηε〃α，

飽鋤π）鋤s，仇soδαc彪η’μ沈）were　suscepttible．　All　strains　were　susceptible　to　Ampic▲11in　and　Amoxicillin．

All　strains　were　sensitive　to　Cephems．　脆〃oηε1化，翫彪η鋤s，　Fμsobα碗γ2’μ勿showed　resistance　to　Jasa－

mycin　whereas　P幼わs物ρれπ06cμs，　P勿ρioηぬπ彪η’μ卿were　susceptible．　All　strains　were　sensitive　to

Minocycline，　Clindamycin．」咋oρ‘o励α6彪励〃z　Showed　high　resistance　to　Metromidazole（MIC　100μg／

mD，　however　other　strains　were　susceptible．

　　MIC　was　influenced　by　the　in㏄ulum　size，　and　particularly　the　MIC　of　PmW励bα漉斑〃z　obtained　when

using　the　twoっoint　system　method（at　106　CFU／ml　and　108　CFU／ml　inoculum　size）rose　remarkably：

0．1μg／ml　to　O．78μg／ml　for　Josamycin，　and　O．1μg／ml　to　1．56μg／ml　for　Clindamycin．

　　We　hope　that　further　examination　on　inoculum　size　will　be　made　in　determining　MIC　of　anaerobic

bacteria．
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